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①小学校

全国学力・学習状況調査
　　　　　　　　　北広島市の調査結果（報告）
１．今年度調査の概要・内容
　（１）調査の目的
　　　　全国学力・学習状況調査は、以下の①，②の取組を通じて、教育に関する継続的な検証
　　　改善サイクルを確立することを目的として実施されています。
　　　①義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況
　　　　を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図ります。
　　　② 学校における児童生徒への学習指導の充実や学習状況の改善等に役立てます。
 
　（２）調査対象
　　　・小学校６年生　　・中学校３年生　　　原則として全児童生徒
 
　（３）調査の方式
　　　　全国学力・学習状況調査の方式は、「悉皆（しっかい）調査」です。
　　　＊悉皆調査は「全数調査」とも呼ばれ、集まったデータすべてをもれなく分析する調査のこと
　　　　です。
 
　（４）調査の内容
　　　①教科に関する調査（国語、算数・数学、理科）

　（５）調査実施日

　　　　令和７年４月１７日（木）

　（６）調査を受けた児童生徒数     ＊「北海道」「全国」の児童生徒数は公立学校のみ

(単位：人）

北 海 道 34,203 34,203 34,220

全　　国 936,137 936,399 936,576

国　　語 算　　数 理　　科

北広島市 404 403 403

北広島市の調査結果（報告）

１．今年度調査の概要・内容

（１）調査の目的

全国学力・学習状況調査は、以下①、②の取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイ

クルを確立することを目的として実施されています。

①義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況を

把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図ります。

②学校における児童生徒への学習指導の充実や学習状況の改善等に役立てます。

（２）調査対象

・小学校６年生 ・中学校３年生 原則として全児童生徒

（３）調査の方式

全国学力・学習状況調査の方式は、「悉皆（しっかい）調査」です。

＊悉皆調査は「全数調査」とも呼ばれ、集まったデータすべてをもれなく分析する調査のこ

とです。

（４）調査の内容

①教科に関する調査（国語、算数・数学、理科）

＜出題範囲＞調査する学年の前学年までに含まれる指導事項を原則とする。

＜出題内容＞それぞれの学年・教科に関し、以下のとおりとする。

□身に付けておかなければならない後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や実生活におい

て不可欠であり常に活用できるようになっていることが望ましい知識・技能 等

□知識・技能を実生活の様々な場面に活用する力や、様々な課題解決のための構想を立て実践

し評価・改善する力 等

②質問調査

□児童生徒に対する調査

学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関する調査

（例）学習に対する興味・関心、授業内容の理解度、基本的生活習慣等、家庭学習の状況 など

□学校に対する調査

指導方法に関する取組や人的・物的な教育条件の整備の状況等に関する調査

（例）授業の改善に関する取組、指導方法の工夫、学校運営に関する取組、家庭・地域との連携の状

況 など

中学校理科は、文部科学省CBTシステム（MEXCBT）によるオンライン方式

（CBT:Computer Based Testing）で実施。
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②中学校

　　　全国の平均正答率との比較を、文言で表記します。

国　語

算　数

理　科

　 元年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 R7全道

国　語 105.0 94.0 101.0 100.0 102.4 102.8 97.3

算　数 100.0 95.0 97.0 99.0 97.3 100.0 94.8

理　科 100.0 101.9 98.1

(単位：人）

国　　語 数　　学 理　　科

２．調査結果分析の留意点　

　（１）調査結果についての留意点

　全国学力・学習状況調査における設問は各教科のすべての領域や内容を含んでいません。した
がって、調査結果から捉えることができるのは、児童生徒が身につけるべき学力の一部であり、ま
た各学校で行われている教育活動の一部分を見ることであることに留意してください。

　（２）調査結果の掲載方法について

　「教科に関する調査」における平均正答率の数値については、本調査の目的及び実施要領中の配
慮事項に鑑みて公表いたしません。（各教科設問除く）

　（３）調査結果の表示について

全　　国 870,560 871,097 864,634

北広島市 389 391 393

北 海 道 33,467 33,474 33,370

-９ポイント以下 低い

３．市内小学校の結果概要

　（１）教科全体の状況

■平均正答率（全国、全道、本市）の比較 （単位：％）

０ポイント以上　+３ポイント未満 同様

０ポイント以下　-３ポイント未満 同様

-３ポイント以下　-９ポイント未満 やや低い

全国平均正答率とのポイント差 標　　記

+９ポイント以上 高い

+３ポイント以上　+９ポイント未満 やや高い

全国の平均正答率との比較を、文言で表記します。 （理科：平均IRTスコア）

全国スコアとのポイント差

+45ﾎﾟｲﾝﾄ以上

+15ﾎﾟｲﾝﾄ以上　+45ﾎﾟｲﾝﾄ未満

0ﾎﾟｲﾝﾄ以上　+15ﾎﾟｲﾝﾄ未満

0ﾎﾟｲﾝﾄ以下　-15ﾎﾟｲﾝﾄ未満

-15ﾎﾟｲﾝﾄ以下　-45ﾎﾟｲﾝﾄ未満

-45ﾎﾟｲﾝﾄ以下

■標準化得点（全国平均正答率を100としたときの本市の値）の推移

58.0 同様 55.0 やや高い

57.1 同様 56.0 やや高い

全国平均正答率 全国との比較 全道平均正答率 全道との比較

66.8 同様 65.0 やや高い

92

94

96

98

100

102

104

106

元年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度

国 語 算 数

全国平均

理 科
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分類 全国平均 全国との比較 全道平均 全道との比較

76.9 同様 74.8 やや高い

63.1 やや高い 61.8 やや高い

81.2 同様 80.6 同様

66.3 同様 65.0 同様

69.5 同様 68.3 同様

57.5 同様 56.1 やや高い

64.7 同様 63.3 やや高い

78.5 同様 76.8 やや高い

58.8 同様 58.1 同様

【分析】

（単位：％）　（２）国語の問題別傾向（平均正答率）

領　　　　　域

知識及び

技能

言葉の特徴や使い方に関する事項

情報の扱い方に関する事項

我が国の言語文化に関する事項

１二

【話し合いの記録】の書

き表し方を説明したもの

として適切なものを選択

する

情報と情報との関係付け

の仕方、図などによる

語句と語句との関係の表

し方を理解し使うことが

できるかどうかをみる

知識及び技能

情報の扱い方に関する

事項

選択式

やや高い

＋4.7
63.1%

【分析】

　①平均正答率が全国平均と比較して３ポイント以上、上回った問題

問題番号 問題の概要 出題の趣旨
学習指導要領の

領域等
全国との

比較
全国平均
正答率

思考力

判断力

表現力

話すこと・聞くこと

書くこと

読むこと

問題形式

選択式

短答式

記述式

２四ア
【ちらし】の下線部ア

を、漢字を使って書き直

す（このみ）

学年別漢字配当表に示さ

れている漢字を文の中で

正しく使うことができる

かどうかをみる

知識及び技能

言葉の特徴や使い方に

関する事項

短答式

やや高い

＋3.8
81.6%

55

60

65

70

75

80

85 問題別平均正答率 全国平均 市平均 全道平均

☆学習指導要領の内容における「知識及び技能」は、

①言葉の特徴や使い方に関する事項 ②情報の扱い方に関する事項 ③我が国の言語文化に関する事項

の３領域に分かれていますが、３領域全てで全国平均正答率を上回っています。

☆学習指導要領の内容における「思考力・判断力・表現力」は、

A 話すこと・聞くこと B 書くこと C 読むこと

の３領域に分かれていますが、３領域全てで全国平均正答率を上回っています。

☆全道と比較すると、全ての領域で、平均正答率を上回っています。

☆「読むこと」の領域については、全国・全道・北広島市とも平均正答率が６０％に達しておらず課題が

みられます。

☆問題形式では「記述式」が全国・全道・北広島市とも平均正答率が６０％に達しておらず課題となって

います。
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１三(１)

【インタビューの様子の一

部】で小森さんが傍線部ア

のように発言した目的とし

て適切なものを選択する

自分が聞こうとする意図

に応じて、話の内容を捉

えることができるかどう

かをみる

思考・判断・表現

話すこと・聞くこと

選択式

やや高い

＋3.4
71.8%

３三(1)

【話し合いの様子】の田

中さんの発言の空欄Ａに

当てはまる内容として適

切なものを選択する

目的に応じて、文章と図

表などを結び付けるなど

して必要な情報を見付け

ることができるかどうか

をみる

思考・判断・表現

読むこと

選択式

やや高い

＋3.8
40.8%

３三(1)

【話し合いの様子】の田

中さんの発言の空欄Ａに

当てはまる内容として適

切なものを選択する

目的に応じて、文章と図

表などを結び付けるなど

して必要な情報を見付け

ることができるかどうか

をみる

思考・判断・表現

読むこと

やや高い

＋3.8
40.8%

　②平均正答率が全国平均と比較して３ポイント以上、下回った問題

◆平均正答率が全国と比較して3ポイント以上、下回った問題はありませんでした。

　③平均正答率が５０％を下回った問題

問題番号 問題の概要 出題の趣旨
学習指導要領の

領域等
全国との

比較
全国平均
正答率

３三(２)

【資料３】を読み、【木

村さんのメモ】の空欄イ

に当てはまる内容として

適切なものを選択する

事実と感想、意見などとの

関係を叙述を基に押さえ、

文章全体の構成を捉えて要

旨を把握することができる

かどうかをみる

思考・判断・表現

読むこと

選択式

やや高い

＋3.2
51.3%

　④無回答率について

◆無回答率は全14問で全国値より低くなっており、６問は０％ととても良い状況にあるといえ
  ます。

注）「無解答率」とは、解答用紙に何も書かなかった（空欄）割合のことです。したがって無回答率
　　が低いほど良い傾向にあります。

◎令和7年度全国学力・学習状況調査　報告書（文部科学省・国立教育政策研究所）から

結果の

ポイント

指導改善のポイント

目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見付けることに引き続き課題が

ある。文章の中から必要な情報を取捨選択したり、整理したり、再構成したりすることが重要であ

る。必要な情報は、目的に応じて変わるため、読む目的を明確にすることも大切である。

読むこと

必要な情報を見付けるためには、文章の要旨を捉えた上で、図表などが文章のどの部分と結び付くのかを明らかにしながら、必

要な情報を取捨選択したり、整理したり、再構成したりすることが重要である。目的に応じて必要な情報かどうかを確かめたり、

情報と情報がどのような関係にあるのかを考えたりしながら読むことができるように指導すると効果的である。
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分類 全国平均 全国との比較 全道平均 全道との比較

62.3 同様 58.6 やや高い

56.2 同様 53.9 同様

54.8 同様 50.7 同様

57.5 同様 55.4 同様

62.6 同様 60.9 やや高い

65.5 同様 62.6 やや高い

48.3 同様 45.5 同様

67.2 同様 66.4 同様

64.0 同様 59.7 やや高い

34.9 同様 31.4 同様

【分析】

評価の観点
知識・技能

思考・判断・表現

問題形式

選択式

短答式

記述式

領　　　　　域

学習指導

要領の

領域

数と計算

図形

測定

変化と関係

データの活用

　（３）算数の問題別傾向（平均正答率） （単位：％）

１（１）

２０２２年の全国のブロッ

コリーの出荷量が２００２

年の全国のブロッコリーの

出荷量の約何倍かを、棒グ

ラフから読み取って選ぶ

棒グラフから、項目間の

関係を読み取ることがで

きるかどうかをみる

知識・技能

「数と計算」

選択式

やや高い

＋5.4
78.7%

全国平均
正答率

１（３）

示された表から、「春だい

こん」や「秋冬だいこん」

より「夏だいこん」の出荷

量が多い都道府県を選ぶ

簡単な二次元の表から、

条件に合った項目を選ぶ

ことができるかどうかを

みる

知識・技能

「データの活用」

選択式

やや高い

＋7.6
71.6%

【分析】

　①平均正答率が全国平均と比較して３ポイント以上、上回った問題

問題番号 問題の概要 出題の趣旨
学習指導要領の

領域等
全国との

比較

１（4）

示された資料から、必要な

情報を選び、ピーマン

１個とブロッコリー４個の

重さを求める式と答えを書

く

示された資料から、必要

な情報を選び、数量の関

係を式に表し、計算する

ことができるかどうかを

みる

思考・判断・表現

「数と計算」

短答式

やや高い

＋4.9
74.5%

30

35

40

45

50

55

60

65

70 問題別平均正答率 全国平均 市平均 全道平均

☆学習指導要領の５領域中３領域が全国平均正答率をやや下回っています。特に「図形」「測定」

は正答率が５５％以下となっています。

☆全道平均正答率と比べると、全ての領域でやや上回っています。

☆評価観点では「思考・判断・表現」が全国・全道・北広島市とも平均正答率が５０％を下回って

おり課題がみられます。

☆問題形式では、「記述式」が全国・全道・北広島市とも平均正答率が４０％を下回っており大き

な課題となっています。

5



全国平均
正答率

２（２）
方眼上の五つの図形の中

から、台形を選ぶ

台形の意味や性質につい

て理解しているかどうか

をみる

知識・技能

「図形」

選択式

やや低い

-4.8
50.2%

　②平均正答率が全国平均と比較して３ポイント以上、下回った問題

問題番号 問題の概要 出題の趣旨
学習指導要領の

領域等
全国との

比較

２（４）

五角形の面積を求めるた

めに五角形を二つの図形

に分割し、それぞれの図

形の面積の求め方を書く

基本図形に分割すること

ができる図形の面積の求

め方を、式や言葉を用い

て記述できるかどうかを

みる

思考・判断・表現

「図形」

記述式

やや低い

-3.3
37.0%

４（３）

はかりが示された場面

で、はかりの目盛りを読

む

はかりの目盛りを読むこ

とができるかどうかをみ

る

知識・技能

「測定」

短答式

やや低い

-3.8
60.9%

４（４）

１０％増量したつめかえ

用のハンドソープの内容

量が、増量前の何倍かを

選ぶ

「１０％増量」の意味を解

釈し、「増量後の量」が

「増量前の量」の何倍に

なっているかを表すことが

できるかどうかをみる

思考・判断・表現

「変化と関係」

選択式

やや低い

-4.2
40.9%

　④無回答率について

◆無回答率は全1６問中、１２問で全国値よりも低くなっており、そのうち２問は０％と良い状況
　にあるといえます。

＊平均正答率が３０％を下回った、３（２）については、無回答率が17.4％と高く、全国値より
　も1.7ポイント高くなっています。

◎令和７年度全国学力・学習状況調査　報告書（文部科学省・国立教育政策研究所）から

全国平均
正答率

３（２）

３／４＋２／３について、

共通する単位分数と、３／

４と２／３が、共通する単

位分数の幾つ分になるかを

書く

分数の加法について、共通する単

位分数を見いだし、加数と被加数

が、共通する単位分数の幾つ分か

を数や言葉を用いて記述できるか

どうかをみる

思考・判断・表現

「数と計算」

記述式

やや低い

-2.4
23.0%

　③平均正答率が３０％を下回った問題

問題番号 問題の概要 出題の趣旨
学習指導要領の

領域等
全国との

比較

結果の

ポイント

異分母の分数の加法の計算をすることはできているが、数直線上で、１の目盛りに着目し、分数

を単位分数の幾つ分として捉えることに課題がある。

数と計算

指導改善のポイント

０から１までが何等分されているかに着目して、単位分数をとらえることができるようにすることが大切である。その上で、

他の目盛りが表す分数を単位分数の幾つ分かで考えることができるようにすることも大切である。
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分類 全国平均 全国との比較 全道平均 全道との比較

46.7 同様 44.8 同様

51.4 同様 50.7 同様

52.0 やや高い 51.9 やや高い

66.7 同様 65.9 同様

55.3 同様 54.2 同様

58.7 同様 58.2 同様

54.7 同様 53.8 同様

69.7 同様 69.2 やや高い

45.2 やや高い 44.3 やや高い

【分析】

　（４）理科の問題別傾向（平均正答率） （単位：％）

評価の観点
知識・技能

思考・判断・表現

問題形式

選択式

短答式

記述式

領　　　　　域

学習指導

要領の

領域

「エネルギー」を柱とする領域

「粒子」を柱とする領域

「生命」を柱とする領域

「地球」を柱とする領域

全国平均
正答率

３（３）

ヘチマの種子が発芽する条

件を調べる実験において、

条件を制御した解決の方法

を選ぶ

発芽するために必要な条件につい

て、実験の条件を制御した解決の

方法を発想し、表現することがで

きるかどうかをみる

思考・判断・表現

「生命」領域

選択式

やや高い

＋8.2
62.0%

【分析】

　①平均正答率が全国平均と比較して３ポイント以上、上回った問題

問題番号 問題の概要 出題の趣旨
学習指導要領の

領域等
全国との

比較

３（１）
ヘチマの花のおしべとめし

べについて選び、受粉につ

いて書く

ヘチマの花のつくりや受

粉についての知識が身に

付いているかどうかをみ

る

知識・技能

「生命」領域

短答式

やや高い

＋6.2
70.7%

３（４）

レタスの種子の発芽の結果

から、てるみさんの気付き

を基に、見いだした問題に

ついて書く

レタスの種子の発芽の条件につい

て、差異点や共通点を基に、新た

な問題を見いだし、表現すること

ができるかどうかをみる

思考・判断・表現

「生命」領域

記述式

やや高い

＋7.8
29.9%

40

45

50

55

60

65

70

75
問題別平均正答率 全国平均 市平均 全道平均

☆学習指導要領の「粒子」「生命」「地球」の３領域で全国平均正答率を上回っています。

☆「エネルギー」領域は正答率が５０％未満で全国平均よりもやや低くなっており、課題がみら

れます。

☆評価観点では「知識・技能」「思考・判断・表現」ともが全国平均・全道平均を上回っていま

す。

☆問題形式では、３項目とも全国平均を上回っており、「記述式」についてはやや高くなって

おり、正答率５０％を超えています。
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１（２）

赤玉土の粒の大きさによる

水のしみ込み方の違いをま

とめたわけについて、結果

を用いて書く

赤玉土の粒の大きさによる水のし

み込み方の違いについて、結果を

基に結論を導いた理由を表現する

ことができるかどうかをみる

思考・判断・表現

「地球」領域

記述式

やや高い

＋5.5
60.5%

全国平均
正答率

４（３）

ク

海面水位の上昇につい

て、水の温度による体積

の変化を根拠に予想して

いるものを選ぶ

「水は温まると体積が増える」を

根拠に、海面水位の上昇した理由

を予想し、表現することができる

かどうかをみる

思考・判断・表現

「粒子」領域

選択式

やや低い

-3.1
65.6%

　②平均正答率が全国平均と比較して３ポイント以上、下回った問題

問題番号 問題の概要 出題の趣旨
学習指導要領の

領域等
全国との

比較

４（１）

水の温まり方について、問

題に対するまとめをいうた

めに、調べる必要があるこ

とについて書く

水の温まり方について、問題に対する

まとめを導きだす際、解決するための

観察、実験の方法が適切であったかを

検討し、表現することができるかどう

かをみる

思考・判断・表現

「粒子」領域

短答式

やや高い

＋5.0
50.6%

　④無回答率について

◆無回答率は全1７問中、1５問で全国値よりも低くなっており良い状況にあるといえます。1４問が
２％以下ですが、記述式の２問は8.2%,11.2%と高くなっています。

◎令和７年度全国学力・学習状況調査　報告書（文部科学省・国立教育政策研究所）から

全国平均
正答率

２（１）

アルミニウム、鉄、銅につ

いて、電気を通すか、磁石

に引き付けられるか、それ

ぞれの性質に当てはまるも

のを選ぶ

身の回りの金属について、電気を

通す物、磁石に引き付けられる物

があることの知識が身に付いてい

るかどうかをみる

知識・技能

「エネルギー」

「粒子」領域

選択式

やや高い

0.1
10.6%

　③平均正答率が３０％を下回った問題

問題番号 問題の概要 出題の趣旨
学習指導要領の

領域等
全国との

比較

結果の

ポイント
電気が通る回路のつくり方について理解し、表現することに課題がある。

エネルギー

解決したい問題を見いだすことや、学習を通して得た知識を活用して、理解を深めることが大切である。また、児童が明

確な目的を設定し、設定した目的を達成できているかを振り返り、修正するといった活動の充実を図ることで、学んだこ

との意義を実感できるようにすることが重要である。
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国　語

数　学

理　科

元年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 R7全道

国　語 102.0 102.0 97.0 100.6 97.4 100.6 99.4

数　学 97.0 105.0 95.0 100.0 96.4 96.3 97.3

理　科 99.0 103.2 100.4

英　語 102.0 100.0

分類 全国平均 全国との比較 全道平均 全道との比較

知識・技能 48.1 同様 48.8 同様

53.2 同様 53.8 同様

52.8 同様 51.4 同様

62.3 同様 62.0 同様

63.9 同様 64.0 同様

73.6 同様 72.9 同様

25.3 同様 24.3 同様

４．市内中学校の結果概要

　（１）教科全体の状況

■平均正答率（全国、全道、本市）の比較（理科：平均IRTスコア） （単位：％）

48.3 同様 47.0 同様

503 やや高い 505 やや高い

全国平均正答率 全国との比較 全道平均正答率 全道との比較

54.3 同様 54.0 同様

問題形式

選択式

短答式

記述式

■標準化得点（全国平均正答率を100としたときの本市の値）の推移

　（２）国語の問題別傾向（平均正答率）

領　　　　　域

言葉の特徴や使い方に関する事項

思考力

判断力

表現力

話すこと・聞くこと

書くこと

読むこと

（単位：％）

20

30

40

50

60

70

80 問題別平均正答率 全国平均 市平均 全道平均

92

94

96

98

100

102

104

106

元年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度

国 語 数 学

全国平均

理 科 英 語
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【分析】

１一
変換した漢字として適切

なものを選択する（かい

しん）

文脈に即して漢字を正し

く使うことができるかど

うかをみる

知識及び技能

言葉の特徴や使い方に

関する事項

選択式

やや高い

＋4.9
35.2%

２一

スライドを使ってどのよ

うに話しているのかを説

明したものとして適切な

ものを選択する

資料や機器を用いて、自分

の考えが分かりやすく伝わ

るように表現を工夫するこ

とができるかどうかをみる

思考・判断・表現

話すこと・聞くこと

選択式

やや高い

＋5.6
38.1%

　①平均正答率が全国平均と比較して３ポイント以上、上回った問題

問題番号 問題の概要 出題の趣旨
学習指導要領の

領域等
全国との

比較
全国平均
正答率

全国平均
正答率

１四

ちらしの読み手に向け

て、今年の美術展の工夫

について伝える文章を書

く

自分の考えが伝わる文章

になるように、根拠を明

確にして書くことができ

るかどうかをみる

思考・判断・表現

書くこと

記述式

やや低い

-4.5
31.0%

　②平均正答率が全国平均と比較して３ポイント以上、下回った問題

問題番号 問題の概要 出題の趣旨
学習指導要領の

領域等
全国との

比較

２四

発表のまとめの内容をより

分かりやすく伝えるための

スライドの工夫について、

どのような助言をするか、

自分の考えを書く

資料や機器を用いて、自分

の考えが分かりやすく伝わ

るように表現を工夫するこ

とができるかどうかをみる

思考・判断・表現

話すこと・聞くこと

記述式

やや高い

＋4.6
23.2%

１四

ちらしの読み手に向け

て、今年の美術展の工夫

について伝える文章を書

く

自分の考えが伝わる文章

になるように、根拠を明

確にして書くことができ

るかどうかをみる

思考・判断・表現

書くこと

記述式

やや低い

-4.5
31.0%

全国平均
正答率

３四

「一　榎木の実」に書かれている

場面が、「二　釣の話」には書か

れていないことによる効果につい

て、自分の考えとそのように考え

た理由を書く

文章の構成や展開につい

て、根拠を明確にして考

えることができるかどう

かをみる

思考・判断・表現

書くこと

記述式

やや低い

-1.7
17.1%

　③平均正答率が３０％を下回った問題

問題番号 問題の概要 出題の趣旨
学習指導要領の

領域等
全国との

比較

４二

手紙の下書きを見直し、修

正した方がよい部分を見付

けて修正し、修正した方が

よいと考えた理由を書く

読み手の立場に立って、語

句の用法、叙述の仕方など

を確かめて、文章を整える

ことができるかどうかをみ

る

思考・判断・表現

書くこと

記述式

やや低い

-0.8
30.1%

２四

発表のまとめの内容をより

分かりやすく伝えるための

スライドの工夫について、

どのような助言をするか、

自分の考えを書く

資料や機器を用いて、自分

の考えが分かりやすく伝わ

るように表現を工夫するこ

とができるかどうかをみる

思考・判断・表現

話すこと・聞くこと

記述式

やや高い

＋4.6
23.2%

☆学習指導要領の内容における「知識及び技能」は、

①言葉の特徴や使い方に関する事項 ②情報の扱い方に関する事項 ③我が国の言語文化に関する事項

の３領域に分かれていますが、出題された①の領域において全国平均正答率をやや上回っています。

☆学習指導要領の内容における「思考力・判断力・表現力」は、

A 話すこと・聞くこと B 書くこと C 読むこと

の領域に分かれていますが、A、Cは全国平均正答率をやや上回りましたが、B 書くこと は全国平均

正答率をやや下回っています。

☆問題形式では「記述式」が全国・全道・北広島市とも平均正答率が３0％に達しておらず、大きな

課題となっています。
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　④無回答率について

◆無回答率は全14問中10問で全国値よりも低くなっており、そのうち３問は０％と良い状況にあ
　るといえます。

＊平均正答率が30％を下回った３四は34.7%、４二は20.3%と無回答率も高くなっているほか、４
　一（書くこと・短答式）も32.4%と無回答率が高くなっています。

◎令和７年度全国学力・学習状況調査　報告書（文部科学省・国立教育政策研究所）から

結果の

ポイント

自分の考えが伝わる文章になるように、根拠を明確にして書くことに課題がある。

読み手の立場に立って、語句の用法、叙述の仕方などを確かめて、文章を整えることに課題があ

る。

書くこと

指導改善のポイント

根拠を明確にするためには、自分の考えが事実や事柄に基づいたものであるかを確かめることが必要である。その際に、接続す

る語句や指示する語句を用いるなどして、伝えたい事柄とその根拠とを適切に結び付けたり、事実や事柄を具体的に示したりし

て書くよう指導することが大切である。

指導改善のポイント

書いた文章を推敲する際には、伝えようとすることが伝わるように、読み手の立場に立って、語句の用法、叙述の仕方などを確

かめて、文章を整えることができるように指導することが大切である。叙述の仕方などを確かめるとは、文や段落の長さ、文や

段落の役割、段落の順序、語順などが適切であるかなどを検討することである。学習した知識及び技能を生かして文章を整える

よう指導することが有効である。
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分類 全国平均 全国との比較 全道平均 全道との比較

43.5 同様 43.4 同様

46.5 同様 44.9 同様

48.2 同様 46.6 同様

58.6 やや低い 54.8 同様

54.4 同様 53.6 同様

39.1 同様 36.4 同様

54.0 同様 56.1 同様

52.0 やや低い 49.9 同様

39.6 同様 36.7 同様

【分析】

　（３）数学の問題別傾向（平均正答率） （単位：％）

評価の観点
知識・技能

思考・判断・表現

問題形式

選択式

短答式

記述式

領　　　　　域

学習指導

要領の

領域

数と計算

図形

関数

データの活用

全国平均
正答率

９（１）

四角形ＡＥＣＦが平行四

辺形であることの証明を

振り返り、新たに分かる

ことを選ぶ

証明を振り返り、証明され

た事柄を基にして、新たに

分かる辺や角についての関

係を見いだすことができる

かどうかをみる

知識・技能

「図形」

選択式

やや高い

＋3.6
58.5%

【分析】

　①平均正答率が全国平均と比較して３ポイント以上、上回った問題

問題番号 問題の概要 出題の趣旨
学習指導要領の

領域等
全国との

比較

７（１）

Ａの手元のカードが３枚とも

「グー」、Ｂの手元のカードが３

枚とも「チョキ」でじゃんけん

カードゲームの１回目を行うと

き、１回目にＡが勝つ確率を書く

必ず起こる事柄の確率に

ついて理解しているかど

うかをみる

知識・技能

「データの活用」

短答式

やや低い

-6.6
77.4%

全国平均
正答率

5

ある学級の生徒４０人のハ

ンドボール投げの記録をま

とめた度数分布表から、２

０ｍ以上２５ｍ未満の階級

の相対度数を求める

相対度数の意味を理解し

ているかどうかをみる

知識・技能

「データの活用」

短答式

低い

-11.0
42.5%

　②平均正答率が全国平均と比較して３ポイント以上、下回った問題

問題番号 問題の概要 出題の趣旨
学習指導要領の

領域等
全国との

比較

☆４領域の中で「数と計算」が、全国・全道・北広島市とも平均正答率が約４０％と低くなっており

課題がみられます。

☆評価の観点では思考・判断・表現が全国・全道・北広島とも平均正答率４０％未満となっており、

大きな課題といえます。

☆問題形式では記述式が、全国・全道・北広島市とも平均正答率４０％未満となっており、大きな課

題といえます。

30

35

40

45

50

55

60

65

70
問題別平均正答率 全国平均 市平均 全道平均
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3

△ＡＢＣにおいて、∠Ａ

の大きさが５０°のとき

の頂点Ａにおける外角の

大きさを求める

多角形の外角の意味を理

解しているかどうかをみ

る

知識・技能

「図形」

短答式

やや低い

-3.4
58.1%

2

果汁４０％の飲み物ａｍ

Ｌに含まれる果汁の量

を、ａを用いた式で表す

数量を文字を用いた式で

表すことができるかどう

かをみる

知識・技能

「数と式」

短答式

やや低い

-4.1
51.9%

６（３）

連続する三つの３の倍数

の和が、９の倍数になる

ことの説明を完成する

目的に応じて式を変形した

り、その意味を読み取った

りして、事柄が成り立つ理

由を説明することができる

かどうかをみる

思考・判断・表現

「数と式」

記述式

やや低い

-4.3
45.2%

1
１から９までの数の中か

ら素数を全て選ぶ

素数の意味を理解してい

るかどうかをみる

知識・技能

「数と式」

選択式

やや低い

-2.１
31.8%

全国平均
正答率

６（２）

３ｎと３ｎ＋３の和を２

（３ｎ＋１）＋１と表した

式から、連続する二つの３

の倍数の和がどんな数であ

るかを説明する

式の意味を読み取り、成り

立つ事柄を見いだし、数学

的な表現を用いて説明する

ことができるかどうかをみ

る

思考・判断・表現

「数と計算」

記述式

やや低い

-2.7
25.7%

　③平均正答率が３０％を下回った問題

問題番号 問題の概要 出題の趣旨
学習指導要領の

領域等
全国との

比較

　④無回答率について

◆全1５問中1４問で全国値よりも高くなっています。また、６問が無回答率１０％を上回り、その
　うち４問（記述式）は２５％を超えているという厳しい状況にあります。

◎令和７年度全国学力・学習状況調査　報告書（文部科学省・国立教育政策研究所）から

結果の

ポイント

データの活用

必ず起こる事柄の確率については理解しているが、不確定な事象の起こりやすさの傾向を捉え、

判断の理由を数学的な表現を用いて説明することについては課題が見られる。

指導改善のポイント

直観的な予想が外れやすい不確定な事象を取り上げ、起こりやすさについて確率を求めて判断する活動を取り入れることが大切

である。この活動を通して、確率を用いることの必要性を理解するとともに、判断の理由を確率を用いて説明できるように指導

することが大切である。
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データの活用

数と式、関数、データの活用

結果のポイント 数学の用語の意味の理解に課題がある。

図形

結果の

ポイント
統合的・発展的に考え、条件を変えた場合について、証明を評価・改善することに課題がある。

指導改善のポイント

事柄が成り立つことを証明できるようにするためには、仮定や仮定から分かる事柄、結論を導くために必要な事柄を明らかに

するなどして証明の方針を立て、その方針を基に推論の過程を数学的に表現できるように指導することが大切である。
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問題番号 評価の観点 問題形式 全国平均 全国との比較 全道平均 全道との比較

【１】（１） 知・技 選択式 51.9 同様 52.1 同様

【１】（２） 思・判・表 記述式 46.2 高い 52.0 高い

【１】（３） 思・判・表 選択式 36.2 やや高い 36.0 やや高い

【１】（４） 知・技 選択式 29.7 やや低い 29.5 やや低い

【１】（５） 知・技 短答式 44.9 高い 46.4 高い

【１】（６） 思・判・表 記述式 79.4 同様 79.3 同様

全国平均 全国との比較 全道平均 全道との比較

【２】（１）（２） 【９】（１）（２） 50.0 やや高い 50.0 やや高い

【５】（１）（２） 【８】（１）（２） 47.5 やや高い 47.5 やや高い

【３】（１）（２） 【６】（１）（２） 57.5 同様 55.0 同様

【４】（１）（２） 【７】（１）（２） 57.5 やや低い 57.5 やや低い

「粒子」

公開問題【２】～【９】（実施日により異なる問題）

問題番号 学習指導要領の領域

「エネルギー」「地球」

学習指導要領の領域

「エネルギー」

「粒子」

「地球」

「生命」

「粒子」

　（４）理科の問題別傾向

公開問題【１】（全日程に共通する問題） （単位：％）

　①平均正答率が全国平均と比較して３ポイント以上、上回った問題

問題番号 問題の概要 出題の趣旨
学習指導要領の

領域等
全国との

比較
全国平均
正答率

【分析】

「粒子」「地球」

「エネルギー」「生命」

「粒子」「生命」

＊IRTバンド５段階分布比較 （単位：％）

１（３）

地層１から地層４までの性

質から、水が染み出る場所

を判断し、その場所を選択

する

露頭のどの位置から水が染み出るかを

観察する場面において、小学校で学習

した知識を基に、地層に関する知識及

び技能を関連付けて、地層を構成する

粒の大きさとすき間の大きさに着目し

て分析して解釈できるかどうかをみる

思考・判断・表現

「地球」領域

選択式

やや高い

＋4.3
36.2%

１（５） 塩素の元素記号を記述する

塩素の元素記号を問うこと

で、元素を記号で表すこと

に関する知識及び技能が身

に付いているかどうかをみ

る

知識・技能

「粒子」領域

記述式

高い

＋13.6
44.9%

１（２）

「理科の実験では、なぜ水

道水ではなく精製水を使う

のかな？」という疑問を解

決するための課題を記述す

る

身の回りの事象から生じた

疑問や見いだした問題を解

決するための課題を設定で

きるかどうかをみる

思考・判断・表現

「粒子」領域

記述式

高い

＋15.4
46.2%

☆IRTバンド５段階分布でみると、全国と比べ１・２の段階が4.5ポイント少なく、４・５段階が

4.3ポイント多くなっています。

☆問題【１】では、学習指導要領の「生命」領域が全国、全道、北広島市とも平均正答率３０％

未満と他の３領域に比べ極端に低くなっており課題がみられます。

☆【粒子】【地球】領域については全国平均を大きく上回っており、良好な状況です。
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　③平均正答率が３０％を下回った問題

問題番号 問題の概要 出題の趣旨
学習指導要領の

領域等
全国との

比較

全国平均
正答率

１（４）

生物１から生物４までの

動画を見て、呼吸を行う

生物をすべて選択する

水の中の生物を観察する場面にお

いて、呼吸を行う生物について問

うことで、生命を維持する働きに

関する知識が概念として身に付い

ているかどうかをみる

知識・理解

「生命」領域

選択式

やや低い

-5.3
29.7%

　②平均正答率が全国平均と比較して３ポイント以上、下回った問題

問題番号 問題の概要 出題の趣旨
学習指導要領の

領域等
全国との

比較

　④無回答率について

◆無回答率は全２２問中、１９問で全国値よりも低くなっており、１４問が０％と非常に良い状況
　であるといえます。記述式の１（６）は正答率が81.9%と高くなっている一方で、全国値を上回
　る10.9%が無回答となっており課題がみられました。

◎令和７年度全国学力・学習状況調査　報告書（文部科学省・国立教育政策研究所）から

全国平均
正答率

１（４）

生物１から生物４までの

動画を見て、呼吸を行う

生物をすべて選択する

水の中の生物を観察する場面にお

いて、呼吸を行う生物について問

うことで、生命を維持する働きに

関する知識が概念として身に付い

ているかどうかをみる

知識・理解

「生命」領域

選択式

やや低い

-5.3
29.7%

生命

結果のポイント 生命を維持する働きに関する知識を概念として身に付けることに課題がある。

指導に当たっては、生物の共通点や相違点を挙げ、生命を維持

する働きに関する知識を基に、それらの特徴から様々な生物に

ついて考察する学習場面を設定することが考えられる。その際、

直接観察することが難しい生物については、博物館等が公開し

ている動画等を１人１台端末で視聴することも考えられる。
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質問番号 北広島市 全国 全道

88.4 86.5 83.6

82.7 84.8 81.8

79.5 78.1 76.5

80.6 75.8 74.4

87.9 91.7 90.1

90.7 91.1 89.5

58.3 54.5 53.7

56.5 50.8 49.5

81.3 81.7 80.6

84.7 80.7 79.8

50.4 54.0 47.9

61.6 54.6 52.4

55.2 49.2 55.6 R6

33.5 33.8 39.3 R6

質問番号 北広島市 全　国 全道

46.7 47.3 44.7

51.9 43.4 40.7

58.8 55.3 56.3

58.4 48.8 47.0

82.9 83.1 82.5

71.6 60.6 59.8

今年度
質問項目
なし

質　問　事　項 回答の基準

12 学校に行くのは楽しいと思いますか
「当てはまる」

「どちらかといえば当てはまる」

13
自分と違う意見について考えるのは楽

しいと思いますか
「当てはまる」

「どちらかといえば当てはまる」

５．質問紙調査の結果概要

（１）小学校児童質問紙調査の結果から

①生活習慣等  回答率（％）上段R７ 下段R６

普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくら

いの時間、テレビゲーム（PC、携帯、スマホ）を

しますか
２時間以上している

普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくら

いの時間、携帯やスマホでSNSや動画視聴などをし

ますか
２時間以上している

16
分からないことや詳しく知りたいことが

あったときに、自分で学び方を考え、工夫

することはできていますか

「できている」

「どちらかといえばできて

いる」

17
学校の授業時間以外に，普段（月曜～金曜日），1

日当たりどれくらいの時間，勉強しますか。（学

習塾、家庭教師、インターネット含む）
１時間以上している

14 友達関係に満足していますか
「当てはまる」

「どちらかといえば当てはまる」

15
普段の生活の中で、幸せな気持ちにな

ることはどれくらいありますか
「よくある」

6
先生は、あなたのよいところを認めて

くれていると思いますか
「当てはまる」

7 将来の夢や目標を持っていますか
「当てはまる」」

「どちらかといえば当てはまる」

【分析】

②自分の理解と周囲への意識  回答率（％）上段R７ 下段R６

質　問　事　項 回答の基準

5
自分には、よいところがあると思いま

すか
「当てはまる」

☆北広島市の小学生は、自分で学び方を考え、工夫することができます。

☆北広島市の小学生は、将来の夢や目標をしっかり持っています。

☆北広島市の小学生は、いじめは絶対許しません。

☆北広島市の小学生は、授業中、課題に対し自分で考え、自分で取り組みます。

・「学校に行くのは楽しい」の割合は、昨年までの数年間、全国に比べ低くなっていましたが、今年

度は上回っています。

・「自分と違う意見について考えるのは楽しいと思う」と回答した児童の割合が高く、他の人の意見

をしっかりと聞くことができることを示しています。

・普段の生活の中で幸せな気持ちになることが「よくある」児童の割合が全国を上回っており、「と

きどきある」まで含めると９５％を超えており、毎日の生活が充実していることを示しています。

・「自分で学び方を考え、工夫することはできている」と回答した児童の割合はほぼ全国と同じ割合

になっています。

・授業時間以外で普段、１日当たり１時間以上勉強している児童の割合は全国に比べ低く、昨年より

も１０ポイント以上低くなっています。
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51.9 49.2 49.4

53.1 46.0 45.2

87.4 81.4 85.6

86.5 79.5 83.5

77.8 73.7 74.1

79.2 71.1 71.7

38.8 33.8 34.5

45.8 36.8 37.0

質問番号 北広島市 全　国 全道

90.8 71.7 79.3

75.2 59.5 68.1

66.7 68.6 70.3

73.5 67.6 68.2

81.9 80.3 80.4

85.4 81.9 81.4

80.0 77.8 78.5

84.7 79.6 78.8

88.1 83.4 83.8

86.7 84.3 84.1

60.5 58.3 60.0

60.6 62.0 61.9

85.2 82.8 83.7

90.0 86.3 85.8

55.3 57.9 55.1

61.1 61.0 57.6

77.3 78.3 75.4

85.8 82.1 78.3

82.4 80.1 83.2

75.2 69.3 70.2

90.1 88.9 91.3

8
人が困っているときは、進んで助けて

いますか
「当てはまる」

9
いじめは，どんな理由があってもいけ

ないことだと思いますか
「当てはまる」

31
５年生までに受けた授業で、自分の考えを発表する機会で

は、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組

立てなどを工夫して発表していましたか

「当てはまる」」

「どちらかといえば当てはまる」

32
５年生までに受けた授業では、課題の解決に向け

て、自分で考え、自分から取り組んでいましたか

「当てはまる」」

「どちらかといえば当てはまる」

【分析】

③授業や教科の学習  回答率（％）上段R６ 下段R５

質　問　事　項 回答の基準

28
５年までに受けた授業でPC・タブレットな

どのＩＣＴをどの程度使用しましたか

「ほぼ毎日」

「週3以上」

11
人の役に立つ人間になりたいと思いま

すか
「当てはまる」

27
地域や社会をよくするために何かして

みたいと思いますか
「当てはまる」

53 算数の勉強は好きですか
「当てはまる」」

「どちらかといえば当てはまる」

54 算数の授業の内容はよく分かりますか
「当てはまる」」

「どちらかといえば当てはまる」

45 国語の勉強は好きですか
「当てはまる」」

「どちらかといえば当てはまる」

46 国語の授業の内容はよく分かりますか
「当てはまる」」

「どちらかといえば当てはまる」

33
５年生までに受けた授業では、各教科などで学ん

だことを生かしながら、自分の考えをまとめる活

動を行っていましたか

「当てはまる」」

「どちらかといえば当てはまる」

34
５年生までに受けた授業は、自分にあった教え

方、教材、学習時間などになっていましたか

「当てはまる」」

「どちらかといえば当てはまる」

【分析】

61 理科の勉強は好きですか
「当てはまる」」

「どちらかといえば当てはまる」

62 理科の授業の内容はよく分かりますか
「当てはまる」」

「どちらかといえば当てはまる」

・授業におけるタブレット等ICT活用は、全国に比べ高い値となっています。

・課題解決に向け自分で考え、自分から取り組む児童の割合が高くなっています。

・授業は、自分にあった教え方、教材・学習時間になっていると考えている児童の割合が、全国に比

べ高い値となっています。（個別最適な学び）

・「国語、算数の勉強が好き」の割合が「理科」に比べ低くなっています。特に算数については、

昨年よりも５ポイント以上下がっています。

・「いじめはいけない」」と回答した児童の割合が全国・全道と比べ高くなっています。

・「困っている人を進んで助ける」「人の役に立つ人間になりたい」に当てはまると回答した児童の

割合が、全国、全道に比べ高くなっており、協調性に溢れていることを示しています。

・「将来の夢や目標を持っている」と回答した児童の割合が昨年よりも10ポイント以上高くなってい

ます。
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質問番号 北広島市 全　国 全道

84.4 86.1 83.0

82.7 83.8 81.2

82.9 79.2 76.9

79.7 83.8 81.2

92.3 91.4 90.4

92.9 90.1 89.5

44.1 46.4 45.4

47.7 44.1 44.6

81.1 77.5 75.8

80.2 78.6 76.2

19.7 30.8 24.3

22.0 31.7 25.3

48.8 48.9 52.2 R6

59.2 55.9 61.1 R6

質問番号 北広島市 全　国 全道

45.4 40.7 41.3

48.8 40.4 41.5

50.8 46.6 48.3

57.2 44.2 46.2

41.3 35.5 36.2

41.9 36.1 36.5

40.8 37.9 37.3

41.5 38.3 36.7

86.7 77.1 80.8

86.6 77.5 81.5

今年度
質問項目
なし

12 学校に行くのは楽しいと思いますか
「当てはまる」

「どちらかといえば当てはまる」

13
自分と違う意見について考えるのは楽しい

と思いますか
「当てはまる」

「どちらかといえば当てはまる」

（２）中学校生徒質問紙調査の結果から

①生活習慣等  回答率（％）上段R７ 下段R６

質　問　事　項 回答の基準

普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくら

いの時間、テレビゲーム（PC、携帯、スマホ）を

しますか
２時間以上している

普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくら

いの時間、携帯やスマホでSNSや動画視聴などをし

ますか
２時間以上している

16
分からないことや詳しく知りたいことが

あったときに、自分で学び方を考え、工夫

することはできていますか

「できている」

「どちらかといえばできて

いる」

17
学校の授業時間以外に，普段（月曜～金曜日），1

日当たりどれくらいの時間，勉強しますか。（学

習塾、家庭教師、インターネット含む）
2時間以上している

14 友達関係に満足していますか
「当てはまる」

「どちらかといえば当てはまる」

15
普段の生活の中で、幸せな気持ちになるこ

とはどれくらいありますか
「よくある」

8
人が困っているときは、進んで助けて

いますか
「当てはまる」

9
いじめは，どんな理由があってもいけ

ないことだと思いますか
「当てはまる」

6
先生は、あなたのよいところを認めて

くれていると思いますか
「当てはまる」

7 将来の夢や目標を持っていますか 「当てはまる」

【分析】

②自分の理解と周囲への意識  回答率（％）上段R７ 下段R６

質　問　事　項 回答の基準

5
自分には、よいところがあると思いま

すか
「当てはまる」

・小学生同様、「自分で学び方を考え、工夫することはできている」と回答した生徒の割合が高く

なっています。

・普段の生活の中で幸せな気持ちになることが「よくある」「ときどきある」と回答した生徒が

９０％を超えていること、「友人関係に満足している」生徒の割合が高いことから、毎日の生活が

充実していることを示しています。

・「普段、２時間以上勉強している」と回答した生徒の割合が全国に比べ低くなっており、家庭学習

の習慣化に課題があることを示しています。

☆北広島市の中学生は、自分で学び方を考え、工夫することができます。

☆北広島市の中学生は、自分と違う意見について考えるのは楽しいと思っています。

☆北広島市の中学生は、人の役に立つ人間になりたいと思っています。

☆北広島市の中学生は、いじめは絶対許しません。
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質問番号 北広島市 全　国 全道

77.8 71.3 71.2

69.5 68.6 68.6

29.6 22.4 21.1

32.2 26.4 25.0

質問番号 北広島市 全　国 全道

91.1 76.5 83.1

87.0 64.4 68.3

68.1 63.0 64.5

60.7 64.8 65.7

80.6 77.7 77.5

80.2 80.3 78.7

75.8 70.6 69.2

79.0 75.4 73.0

80.9 79.3 78.6

79.0 80.9 79.2

63.8 57.9 61.8

71.7 64.3 67.5

82.6 77.0 80.7

87.0 82.7 85.0

55.1 53.8 51.8

46.6 57.2 52.2

68.4 70.3 67.7

71.3 75.7 73.0

74.5 63.8 63.0

71.3 75.7 73.0

76.3 71.4 70.7

31
１、２年生のときに受けた授業で、自分の考えを発表する

機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、

話の組立てなどを工夫して発表していましたか

「発表していた」

「どちらかといえば発表してい

た」

32
１、２年生のときに受けた授業では、課題の解決

に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいま

したか

「当てはまる」」

「どちらかといえば当てはまる」

【分析】

③授業や教科の学習  回答率（％）上段R７ 下段R６

質　問　事　項 回答の基準

28
１、２年生のときに受けた授業で、PC・タブレッ

トなどのICT機器を、どの程度使用しましたか

「ほぼ毎日」

「週3以上」

質　問　事　項 回答の基準

11
人の役に立つ人間になりたいと思いま

すか
「当てはまる」

27
地域や社会をよくするために何かして

みたいと思いますか
「当てはまる」

53 数学の勉強は好きですか
「当てはまる」」

「どちらかといえば当てはまる」

54 数学の授業の内容はよく分かりますか
「当てはまる」」

「どちらかといえば当てはまる」

45 国語の勉強は好きですか
「当てはまる」」

「どちらかといえば当てはまる」

46 国語の授業の内容はよく分かりますか
「当てはまる」」

「どちらかといえば当てはまる」

33
１、２年生のときに受けた授業では、各教科など

で学んだことを生かしながら、自分の考えをまと

める活動を行っていましたか

「当てはまる」」

「どちらかといえば当てはまる」

34
１、２年生のときに受けた授業は、自分にあった

教え方、教材、学習時間などになっていましたか

「当てはまる」」

「どちらかといえば当てはまる」

【分析】

61 理科の勉強は好きですか
「当てはまる」」

「どちらかといえば当てはまる」

62 理科の授業の内容はよく分かりますか
「当てはまる」」

「どちらかといえば当てはまる」

・「自分にはよいところがある」「将来の夢や目標を持っている「いじめはいけない」」と回答し

た生徒の割合が、全国に比べ高い値となっています。

・小学生同様「困っている人を進んで助ける」「人の役に立つ人間になりたい」に当てはまる

と回答した生徒の割合が全国・全道に比べ高くなっており、協調性に溢れていることを示し

ています。

・授業におけるタブレット等ICT活用は、全国より高い値となっています。

・授業で「課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいる」生徒の割合が高くなってい

ます。

・国語の「勉強が好き」の割合が全国に比べやや高くなっています。

・数学については「勉強が好き」の割合は昨年から９ポイント上昇しましたが、「授業の内容が

よく分かる」については全国に比べやや低くなっています。

・理科の「勉強が好き」の割合は、国語・数学に比べ高くなっています。

20



①主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善

32
前年度までに、授業において、児童生徒自ら学級やグループで課題を設定し、その解決に向けて話
し合い、まとめ、表現するなどの学習活動を取り入れましたか。

小
学
校

中
学
校

33 前年度までに、習得・活用及び探究の学習過程を見通した指導方法の改善及び工夫をしましたか

（３）学校質問紙調査の結果から

■学習指導要領の趣旨を踏まえた教育活動の取組状況

26
児童生徒は、授業において、自らの考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組立てなどを工夫
して、発言や発表を行うことができていると思いますか。

小
学
校

中
学
校

小
学
校

中
学
校

34
前年度までに、各教科等で身に付けたことを、様々な課題の解決に生かすことができるような機会
を設けましたか。

小
学
校

中
学
校

100.0%

44.7%

31.6%

48.0%

58.3%

7.2%

10.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

北広島

北海道

全 国

1.よく行った 2.どちらかといえば行った 3.あまり行わなかった 4.全く行わなかった

71.4%

35.3%

27.5%

28.6%

56.1%

58.6%

8.6%

13.6% 0.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

北広島

北海道

全 国
1.よく行った 2.どちらかといえば行った 3.あまり行わなかった 4.全く行わなかった

75.0%

31.2%

19.7%

25.0%

60.3%

67.2%

8.3%

13.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

北広島

北海道

全 国

1.よく行った 2.どちらかといえば行った 3.あまり行わなかった 4.全く行わなかった

28.6%

24.6%

15.4%

71.4%

65.1%

64.9%

10.2%

19.5% 0.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

北広島

北海道

全 国

1.よく行った 2.どちらかといえば行った 3.あまり行わなかった 4.全く行わなかった

50.0%

23.1%

13.9%

50.0%

63.6%

66.5%

13.2%

19.3%

0.1%

0.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

北広島

北海道

全 国
1.そう思う 2.どちらかといえば、そう思う 3.どちらかといえば、そう思わない 4.そう思わない

57.1%

22.1%

16.8%

42.9%

67.2%

66.0%

10.5%

17.0%

0.2%

0.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

北広島

北海道

全 国

1.そう思う 2.どちらかといえば、そう思う 3.どちらかといえば、そう思わない 4.そう思わない

100.0%

38.6%

22.0%

55.5%

66.6%

5.6%

11.2%

0.2%

0.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

北広島

北海道

全 国
1.よく行った 2.どちらかといえば行った 3.あまり行わなかった 4.全く行わなかった

42.9%

28.0%

20.1%

57.1%

64.3%

66.7%

7.7%

13.0%

0.0%

0.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

北広島

北海道

全 国
1.よく行った 2.どちらかといえば行った 3.あまり行わなかった 4.全く行わなかった
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小
学
校

中
学
校

31
前年度までに、児童生徒がそれぞれのよさを生かしながら、他者と情報交換して話し合ったり、異
なる視点から考えたり、協力し合ったりできるように学習課題や活動を工夫しましたか。

小
学
校

中
学
校

②個別最適な学び（個に応じた指導）・協働的な学びに関する状況

30 前年度までに、学習指導において児童生徒一人一人に応じて、学習課題や活動を工夫しましたか。

58
前年度までに、児童生徒一人一人に配備されたPC・タブレットなどのICT機器を、授業でどの程度活
用しましたか。

小
学
校

中
学
校

■ICTを活用した学習状況

①ICTの活用状況等

55
前年度に、教員が大型提示装置等（プロジェクター、電子黒板等）のICT機器を活用した授業を１ク
ラス当たりどの程度行いましたか

小
学
校

中
学
校

28.6%

32.8%

23.6%

71.4%

58.5%

64.2%

8.7%

12.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

北広島

北海道

全 国

1.よく行った 2.どちらかといえば行った 3.あまり行わなかった 4.全く行わなかった

87.5%

41.0%

28.1%

12.5%

52.7%

62.9%

6.1%

8.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

北広島

北海道

全 国
1.よく行った 2.どちらかといえば行った 3.あまり行わなかった 4.全く行わなかった

100.0%

48.2%

34.9%

48.6%

60.4%

3.2%

4.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

北広島

北海道

全 国
1.よく行った 2.どちらかといえば行った 3.あまり行わなかった 4.全く行わなかった

71.4%

38.0%

32.7%

28.6%

58.5%

62.3%

3.4%

4.9%

0.0%

0.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

北広島

北海道

全 国

1.よく行った 2.どちらかといえば行った 3.あまり行わなかった 4.全く行わなかった

100.0%

77.2%

61.0%

16.0%

23.8%

5.7%

11.8%

0.9%

2.9%

0.1%

0.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

北広島

北海道

全 国
1.ほぼ毎日 2.週３回以上 3.週１回以上 4.月１回以上 5.月１回未満

85.7%

77.0%

63.7%

0.0%

12.3%

19.1%

14.3%

8.6%

11.7%

0.0%

1.4%

4.4%

0.0%

0.4%

0.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

北広島

北海道

全 国

1.ほぼ毎日 2.週３回以上 3.週１回以上 4.月１回以上 5.月１回未満

100.0%

79.1%

81.2%

12.3%

13.0%

3.9%

3.7%

2.2%

1.0%

2.5%

1.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

北広島

北海道

全 国

1.ほぼ毎日 2.週３回以上 3.週１回以上 4.月１回以上 5.その他

85.7%

70.1%

76.8%

14.3%

16.4%

15.7%

6.6%

4.7%

3.4%

1.6%

3.6%

1.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

北広島

北海道

全 国

1.ほぼ毎日 2.週３回以上 3.週１回以上 4.月１回以上 5.その他
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中
学
校

②個別最適な学び（個に応じた指導）や主体的・対話的で深い学びにおけるICTの活用状況等

63
児童生徒が自分の特性や理解度・進度に合わせて課題に取り組む場面では、児童生徒一人一人に配
備されたPC・タブレットなどのICT機器をどの程度使用させていますか

小
学
校

中
学
校

67
児童生徒一人一人に配備されたPC・タブレットなどのICT機器について、次のような用途でどの程度
活用していますか。(1)不登校児童生徒に対する学習活動等の支援

小
学
校

中
学
校

66
児童生徒一人一人に配備されたPC・タブレットなどの端末を、どの程度家庭で利用できるようにし
ていますか

小
学
校

67
児童生徒一人一人に配備されたPC・タブレットなどのICT機器について、次のような用途でどの程度
活用していますか。（3）特別な支援を要する児童生徒に対する学習活動等の支援

小
学
校

25.0%

25.4%

25.2%

13.2%

15.0%

75.0%

57.0%

48.8%

2.5%

7.2%

0.4%

1.0%

1.4%

2.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

北広島

北海道

全 国

1.毎日持ち帰って、毎日利用させている 2.毎日持ち帰って、時々利用させている

3.時々持ち帰って、時々利用させている 4.持ち帰らせていない

5.持ち帰ってはいけないこととしている ６.臨時休業等の非常時のみ、持ち帰ることとしている

28.6%

33.5%

27.5%

42.9%

20.0%

22.0%

14.3%

39.9%

37.7%

3.0%

7.9%

14.3%

0.7%

1.7%

2.9%

3.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

北広島

北海道

全 国

1.毎日持ち帰って、毎日利用させている 2.毎日持ち帰って、時々利用させている

3.時々持ち帰って、時々利用させている 4.持ち帰らせていない

5.持ち帰ってはいけないこととしている ６.臨時休業等の非常時のみ、持ち帰ることとしている

12.5%

16.5%

15.1%

25.0%

8.6%

9.1%

13.5%

12.7%

12.5%

8.3%

8.4%

12.5%

7.3%

8.3%

12.5%

15.8%

21.2%

25.0%

29.9%

25.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

北広島

北海道

全 国

1.ほぼ毎日 2.週３回以上 3.週１回以上 4.月１回以上 5.月１回未満 6.活用していない 7.該当する児童がいない

42.9%

34.4%

27.7%

28.6%

11.2%

11.6%

14.3%

13.5%

14.2%

14.3%

10.0%

10.0%

6.4%

8.8%

10.2%

18.2%

14.3%

9.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

北広島

北海道

全 国

1.ほぼ毎日 2.週３回以上 3.週１回以上 4.月１回以上 5.月１回未満 6.活用していない 7.該当する生徒がいない

87.5%

44.2%

36.3%

14.4%

15.2%

10.8%

13.9%

3.8%

5.8%

2.9%

3.4%

5.1%

9.3%

12.5%

18.6%

15.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

北広島

北海道

全 国

1.ほぼ毎日 2.週３回以上 3.週１回以上 4.月１回以上 5.月１回未満 6.活用していない 7.該当する児童がいない

42.9%

43.3%

34.1%

14.3%

12.1%

14.8%

8.9%

13.4%

14.3%

5.5%

6.8%

14.3%

3.9%

5.2%

7.7%

11.1%

14.3%

18.5%

14.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

北広島

北海道

全 国

1.ほぼ毎日 2.週３回以上 3.週１回以上 4.月１回以上 5.月１回未満 6.活用していない 7.該当する児童がいない

62.5%

31.1%

19.5%

37.5%

35.6%

31.5%

23.6%

31.1%

7.6%

13.4%

2.2%

4.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

北広島

北海道

全 国

1.ほぼ毎日 2.週３回以上 3.週１回以上 4.月１回以上 5.月１回未満
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13

■その他

中
学
校

61
教職員と児童生徒がやりとりする場面では、児童生徒一人一人に配備されたPC・タブレットなどの
ICT機器をどの程度使用させていますか。

小
学
校

中
学
校

ICTを活用した校務の効率化（事務の軽減）の優良事例を十分に取り入れていますか

小
学
校

中
学
校

60
児童生徒が自分の考えをまとめ、発表・表現する場面では、児童生徒一人一人に配備されたPC・タ
ブレットなどのICT機器をどの程度使用させていますか。

小
学
校

中
学
校

87.5%

52.1%

34.7%

12.5%

47.3%

64.3%

0.5%

1.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

北広島

北海道

全 国

1.十分に取り入れている 2.一部取り入れている 3.全く取り入れていない
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校

【分析】

72
前年度までに、近隣等小中学校と、教科の教育課程の接続や、教科に関する共通の目標設定等、教育課程

に関する共通の取組を行いましたか

小
学
校

中
学
校

77
コミュニティ・スクールや地域学校協働活動等の取組によって、学校と地域や保護者の相互理解は深まりまし

たか
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□「主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善」「個別最適な学び（個に応じた指導）・協

働的な学びに関する状況」については、どの項目も全国、全道と比較し、肯定的な回答の割合

が高くなっており、各学校で積極的に取り組みを進めている状況にあります。

□ICTを活用した学習状況について、授業における活用は、小・中とも全国を大きく上回っていま

す。

端末の家庭への持ち帰り状況については、全国と同様の状況で毎日持ち帰って毎日利用させて

いるのは小中とも全体の4分の1程度となっています。中学校では約7割が毎日持ち帰っていま

す。

活用用途では、中学校における不登校生徒に対する学習活動の等の支援が全国を大きく上回っ

ています。小学校では、特別な支援を要する児童生徒に対する学習活動等の支援が約9割と全国

を大きく上回っています。

個別最適な学び（個に応じた指導）や主体的・対話的で深い学びにおけるICTの活用状況等にお

いても小学校では全国を大きく上回っており、より効果的な活用が進められている状況にあり

ます。

□「小中の教育課程の接続」「コミュニティ・スクール」については、全国を大きく上回っており

北広島市が進めてきた小中一貫教育の取り組みの成果が現れています。
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　クロス集計とは、複数の項目を比べる統計的な手法の一つです。各質問について「当てはまる」と
回答した児童・生徒と「当てはまらない・どちらかといえば当てはまらない」と回答した児童・生徒
の平均正答率（国・算数2教科平均）の差を示しています。この差が大きいほど質問項目と学力との相
関関係が高いことを表しています。児童・生徒への質問の中で相関関係が高かった15の項目について
記載しています。

（２）小学生クロス集計の結果から

児童への80の質問の中で学力との相関関係が高かった15の項目について記載しています。

【分析】

６．クロス集計の結果概要
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ほぼ毎日

週１回未満

・学習面で「授業内容がよく分かる」「勉強が得意である」「授業で学習したことを今後の学習

で活用する」「解き方が分からないとき、あきらめずにいろいろな方策を考える」「学習した

内容について見直し次の学習につなげることができる」など、学習意欲等の状況と学力の間に

大きな相関関係がみられます。

・「課題の解決に向け、自ら主体的に取り組む」「周囲と協力しながら取り組む」「ICT機器を

適切に活用する」ことなどが、学力と相関関係が高いことがわかります。
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【分析】

（３）中学校生徒クロス集計の結果から

生徒への７２の質問の中で学力との相関関係が高かった１５の項目について記載しています。
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・国・数の2教科平均の正答率と各質問項目の相関関係を示していますが、数学に関する項目と

の間に大きな相関関係がみられます。市全体で約6割の生徒が数学が得意でないと回答してお

り「文字式を用いた説明、図形の証明の理解」「解き方が分からないとき、あきらめずにいろ

いろな方策を考える」「授業が分かる」など、伸びしろ層生徒への対策を講じ、数学への学習

意欲が向上するよう授業改革を進めていかなければなりません。

・「課題解決に向けて、自分で考え自分から取り組む」「自分で学び方を考え、工夫することが

できる」「自分の考えを深め、新たな考え方に気付く」など、生徒主体の学びと学力の間に大

きな相関関係がみられます。

・「ICT機器の活用」「インターネットを使っての情報収集」「読書」などの項目と学力の間に

も大きな相関関係がみられます。
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（３）今後の北広島市としての取組

（２）中学校学力調査の結果から

7．総評

（１）小学校学力調査の結果から

□本市生徒の平均正答率は、国語は全国・全道と「同様」数学は全国・全道と「同様」理科は全国

全道より「やや高い」という結果でした。

□国語は、全国平均正答率をやや上回っていますが、「思考力・判断力・表現力」の「書くこと」

の領域がやや低い状況となっています。また、問題形式では、記述式が平均正答率30％を下回っ

ており課題がみられます。

□数学は全国平均正答率をやや下回っており、学習指導要領の「データ活用」の領域が「やや低

い」状況となっています。また、評価の観点では「思考・判断・表現」が、問題形式では「記

述式」がそれぞれ平均正答率40％を下回っており大きな課題といえます。

□理科は、全国平均より「やや高い」状況ですが、「生命」領域については正答率が30％未満と

なっており課題がみられます。

□本市児童の平均正答率は、３教科（国語・算数・理科）とも全国と「同様」、全道と比べると

「やや高い」という結果でした。

□国語は、全国平均正答率をやや上回っており、学習指導要領の領域では「知識及び技能」の中の

＜情報の扱い方に関する事項＞が全国平均正答率より３ポイント以上高くなっています。一方、

「思考力・判断力・表現力」の中の＜読むこと＞の領域については、平均正答率が60％を下回っ

ており、課題がみられます。問題形式では、記述式が平均正答率60％を下回っており課題がみら

れます。

□算数は、全国平均正答率と「同様」で、学習指導要領の領域でも、すべての領域において全国平

均正答率と「同様」もしくは「同様」です。評価の観点の「思考・判断・表現」の領域が平均正

答率50％を下回っており課題がみられます。問題形式では、記述式が平均正答率35％を下回っ

ており課題がみられます。

□理科は、全国平均正答率をやや上回っており、「生命」領域、記述式が全国より「やや高い」と

いう結果となっています。「エネルギー」領域が平均正答率50％未満と課題がみられます。

本年度の全国学力・学習状況調査の結果については、小学校、中学校とも全国と「同様」の結果

でした。算数・数学についてはここ数年、市全体の課題となっていましたが、小学校については、各

校における学力向上策、授業改善等の成果が現れ、全国平均と並ぶ結果となりました。小学校での好

事例を各中学校区で共有し、中学校での取組の強化を図っていく必要があります。引き続き市内全学

校において、諸調査、全国学力・学習状況調査の結果を系統的に分析し、学力向上に向けた教育活動

の検証と改善にすべての教職員が一体となって組織的に取り組まなければなりません。

北広島市として、「教える授業」から「子ども自らが学びを調整する授業」「対話を通して価値を

共有・交換できる授業」への学びの転換を目指し、新しい時代に必要となる資質・能力の育成のため、

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改革を進めます。ICT等を活用し、発達段階に応じて

すべての子どもたちの可能性を引き出す「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実を図

るとともに、小学校における教科担任制や習熟度別授業・少人数指導を充実させ、指導の個別化、学

習の個性化を図ることにより、基礎・基本の定着の徹底を進めていきます。

また、生徒指導実践上の４つの視点「自己存在感の感受の促進」「共感的な人間関係の促進」「自

己決定の場の提供」「安全・安心な風土の醸成」を生かした授業づくりに取り組むことで、全ての子

どもが安心して学ぶことのできる「居場所づくり」「絆づくり」を進めていきます。

「学力・学習を支える基盤づくり」として、各中学校区で設定している学習スタンダードの定着に

小中連携して取り組むともに、子どもたちの学習意欲の向上を図るため、望ましい生活習慣や学習習

慣の定着に向けた家庭・地域と連携した取組を全ての学校で進めていきます。
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